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審査結果の要旨(1,000字程度）

本論文は， 乳牛ふん尿嫌気発酵消化液の衛生状態を評価する目的で混入雑草種
子の状態および病原菌，薬剤耐性菌の残存数に与える嫌気発酵処理の効果を検討
した研究の成果である。

第1章では， 嫌気発酵処理が乳牛ふん尿に混入する雑草種子の生存に与える影
響を明らかにするため， 乳牛ふん尿に雑草（エゾノギシギシ）種子を投入し， 中
温(35 °C)および高温(55 °C)嫌気発酵処理を行った後の種子の発芽率， 休眠
種子の割合を調査した。35 °Cと55 °Cで処理した場合の種子の生存率はそれぞれ
81.6％と0％であり，生存種子の中には1次休眠および2次休眠の種子が高い割合
で存在した。 この結果は， 中温発酵消化液を液肥として利用する際には休眠状態
にある雑草種子が残存する可能性があることを示している。

第2章では， 中温発酵(38 °C)と高温発酵(55 °C)処理を行う計4カ所のバ
イオガスプラントにおける処理後の大腸菌群と腸球菌の生存率を解析した。 高温
発酵プラントでは消化液に大腸苗群， 腸球菌は検出されなかったが， 中温発酵プ
ラントでは発酵槽内のふん尿と発酵後の消化液に大腸菌群， 腸球菌の残存が認め
られた。 中温発酵における大腸菌群と腸球菌の90％死滅時間(T90)の平均値は，
それぞれ13.3日と16.7日であった。 乳牛ふん尿中の病原菌は発酵温度依存的に








